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建設業しんこう　2019 September16

　国土交通省ではi-Constructionの更なる推進により、建設生産シ
ステム全体の生産性向上を図り、インフラの整備・管理・高度化を目
指しているところです。今般、一般社団法人全国建設産業団体連合
会では、国土交通省の「講習団体及び管理団体」として建設業に特化
した資格制度を創立しました。
　無人航空機（ドローン）は「最新技術であること」、「各種の建設工
事への利活用は開発、進展の途上であること」など日進月歩の変化
を続けている状況にあり、全国の様々な民間の育成機関が講習を開

建産連 無人航空機講座 【概要】

茨城県建設産業団体連合会
無人航空機（ドローン）講習会を開催

Aコース　無人航空機操縦育成　講習

1日目

AM 9:00～12:00 座学
（操縦時の心構え、機体仕組み、メンテナンス、保険）

PM 13:00～17:00 座学
（セッティング、バッテリー、ファームウェア、法律関連等）

2日目

AM 9:00～12:00 実技
（基本操作方法、安全確認等）

PM 13:00～17:00 実技
（旋回飛行、GPSモードフライト等）

3日目

AM 9:00～12:00 実技
（IOC機能、高高度飛行、長距離飛行等）※会場条件による

PM 13:00～17:00 実技
（ATTIホバリング、ATTI旋回、撮影飛行、質疑応答）

Bコース　無人航空機安全技能証明　試験

1日目
AM
・
PM

9:00～12:00 座学（安全飛行概要、機体パーツ、基本操作方法について等）

13:00～15:00 座学（電波・法規・アプリケーション取扱い）

15:00～17:00 飛行実技試験（ATTIモードでの飛行試験）

2日目
AM 9:00～12:00 実技（撮影計画、標定点の配置について等）

PM 13:00～17:00 実技（SfM概論、三次元計測概論について等）

Cコース　無人航空機写真測量　実技研修

1日目
AM 9:00～12:00 座学・実技（撮影計画、標定点の設置について等）

PM 13:00～17:00 実技（UAV撮影実習、撮影データの整理について等）

2日目
AM 9:00～12:00 実技（SfM処理実習について等）

PM 13:00～17:00 実技（三次元計測概論、公共測量マニュアルについて等）

茨城県建設産業団体連合会　古田部係長

　2年前からドローン講習会のニーズがあり、検討していたところ、全国建産連から講習会の企画をいただき、2018年から本講習会を開催し
ています。法令を遵守し安全にドローンを活用していくことが求められていますので、正しい知識と技術をきちんと身に付ける必要があります。
建設企業がドローンを活用する場面は、今後確実に増加すると思います。本会は、会員企業のニーズに基づき今後とも講習会を開催して
参ります。

催していますが、建設産業向けの全国統一かつ適正な人材育成の必
要性が求められます。
　一般社団法人全国建設産業団体連合会が行うドローン講習会は、下
記の3つのコース（A～C）を組み合わせ、各地の県建産連、協会等と共
同でドローンの利活用のための、基礎的人材の育成を推進しています。
　茨城県建設産業団体連合会では、8月1日（木）～2日（金）に【Bコー
ス：無人航空機安全技能証明 試験】を開催しましたので、その模様
をご紹介します。
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　様々な形をした石を使って作る石垣づくり
体験では、職人さんが「お城の石垣は見たこ
とあるかな？」と石垣の構造について説明を
行い、子どもたちは、形の合う石を一生懸命
選び、崩れないように気をつけながら石垣を
造っていました。

　鉄筋職人さんになろうのコーナーでは、鉄
筋を結束するデモンストレーションを見た後
に、子どもたちが実際にハッカーを使い結束
線をクルクルと回していました。ハッカーの使
い方に四苦八苦しながらも納得の出来映えに
満足顔の子どもたちの姿が印象的でした。

　毎年たくさんのお子さんたちでにぎわう「こども霞が関見
学デー」。今年は、8月7日（水）・8日（木）の2日間、東京・
霞が関の各省庁において開催されました。各省庁が連携
し、子どもたちが広く社会を知るきっかけとすることを目的
に、学校の夏休みにあわせて実施している同イベント。建
設業界の情報発信を行う建設産業戦略的広報推進協議会
では、国土交通省でのイベントに参画し、ショベルカーのデ
モンストレーションや、職人が指導するものづくり体験等の
プログラムを実施しました。

　国土交通省正面玄関脇の屋外スペースでは、ショベルカーのデモン
ストレーション「建設機械で習字」とホイールローダーに座っての写真
撮影が行われました。ショベルカーのバケットの先についた油圧ホース
製の筆を使って習字を書くデモンストレーションでは、一画書くごとに、
感嘆の声があがりました。

　大工仕事に欠かせない3つの道具（かん
な、金槌、鋸）を使った「かんな削り・釘打ち
体験」「木でパズルを作ってみよう！」というイ
ベントを開催。子どもたちは、とても真剣な表
情でかんな削りや、鋸を使いパズルを作って
いました。

日本キャタピラーグループ

（一社）全国中小建築工事業団体連合会 （一社）日本造園組合連合会 富士教育訓練センター

各ブース協力団体、グッズ提供（順不同）

「こども霞が関見学デー」
  2019レポート

大工さんになろう
～木のパズル作り体験、
　かんな削り・釘打ち体験～

庭師さんになろう
～関守石文鎮づくり体験、
　石畳・石垣づくり体験～

鉄筋職人体験、VR体験に、
ロボット先生も登場！？

大胆なのに繊細！？
～ショベルカーのデモンストレーション～1

2 3 4

●日本キャタピラーグループ
●一般社団法人全国中小建築工事業団体連合会
●一般社団法人日本造園組合連合会
●職業訓練法人全国建設産業教育訓練協会 
   富士教育訓練センター

●日本マルチメディア・イクイップメント株式会社
●東京都鉄筋業協同組合
●有限会社ソリューションゲート
●一般社団法人日本建設業連合会
●一般社団法人全国中小建設業協会

●一般社団法人東京建設業協会
●一般社団法人全国建設業協会
●一般社団法人建設産業専門団体連合会
●東日本建設業保証株式会社
●全国浚渫業協会



　水谷建設（株）で働く國分一仁さんが操るの
は、直径サイズが自分の身長をはるかに超え
るタイヤをつけたホイルローダーをはじめブル
ドーザーやバックホウなどの大型重機。ダムや
電力用地、空港など、大規模構造物の現場で
活躍する建設機械だ。山肌や大地を削り、土を
盛って、デコボコした大地を平らに均していく、
この超大型重機を操ってみたいと、土木の仕
事を意識し始めたのは中学生の頃。土木業で
機械オペレーターをしていた父親の姿を見る
たびに、憧れを募らせていた。いつしかその背
中を越えたいという想いが大きくなり、大型重
機オペレーターへの道をまっすぐに選んだ。
　國分さんが最初に配属されたのは、福島
県・摺

すりかみがわ

上川ダム。東北地方で有数の大きさを
誇るダム現場で、大型重機のオペレーターデ
ビューを果たした。今でこそ、「ブルドーザー

で、土を所定の厚さに均す作業を美しく、かつ
早く仕上げることは誰にも負けない」と自負す
るが、当時はうまくいかないことも多かった。
　凹凸が激しく、足場も悪い現場では、自身の
水平を保つことが難しい。その環境下で、地面
を平らに仕上げていくのは困難を極める。「重
機の中ではお尻の傾きを意識して、自分が今
水平状態にあるのか判断するんです」と簡単そ
うにいうが、その感覚を掴むまでには先輩の作
業を見て、自分で試しての繰り返しで３年ほど
かかった。「地盤の整正作業や、斜面を同じ勾
配に揃える整形作業は、微妙な加減が必要で
難しいですが、その感覚を覚えていくのが楽し
い。重機を手足のように動かす方法をいろい
ろ考えるのが好きですね」と、目を輝かせる。
　経験を積んでもなお、技術の研鑽を続ける
國分さんは、平成30年に、登録基幹技能者の

資格を取得した。「登録基幹技能者は、専門的
な知識と熟達した技量をもっているという証
明。恥じないよう仕事をしなければいけないと
思っている。18年間経験を積んできましたが、
自身が先輩から吸収できることは身につけて、
今度はその技術を後輩たちへ引き継いでいき
たいですね」と國分さんは身を引き締める。
　登録基幹技能者となった今でも、ふっと初
心に戻りたくなる瞬間がある。そんなときに足
を運ぶのは、摺上川ダム。「景色を見ていると
新人時代にしていたことや、先輩をはじめい
ろんな方との出会いを思い出し、気持ちがリ
セットされます。私たちが作っているものは修
復しながら30年40年と存在し続け、子や孫に
も伝えることもできます。しかも地図にも残る。
土木業最大の醍醐味を魅力に感じる若者の
入職が増えたらいいなと思います」

PROFESSIONAL

〒
105-0001　

東
京

都
港

区
虎

ノ
門

4-2-12虎
ノ

門
4丁

目
 M

Tビ
ル

2号
館

■
編

集
・

発
行

令
和

元
年

9月
10日

発
行

第
44巻

 第
5号

 通
巻

第
511号

Sep.2019  N
o.511

水谷建設株式会社

1983年1月生まれ　福島県出身

手足のように自由自在に操るのは
直径180cm超タイヤを有する大型重機

國
こ く ぶ ん

分 一
か つ ひ と

仁さん

登録機械土工基幹技能者

登録基幹技能者 熟達した作業能力と豊富な知識と経験を有し効率的に作業を進めるマネジメント能力を備えた技能者です。
現場では上級職長などとして活躍しています。




